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『
a
+
a
美
学
研
究
』
第
十
二
号
の
特
集
は
、
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
に
は
耳
慣
れ
な
い
で
あ
ろ
う

言
菓
を
め
ぐ
る
論
考
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
言
葉
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

本
特
集
へ
の
導
入
と
し
ま
す
。

「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
哲
学
の
歴
史
の
な
か
で
は
じ
め
て
現
れ
た
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
後
期
対
話
編
『
法
律
』
[

r

]

に
お
い
て
で
す
（
プ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
（
テ
ア
ト
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ア
）
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
『
a
+
a
美
学
研
究
」
第
十
号
に
掲
載

さ
れ
た
拙
稿
で
解
説
し
て
い
ま
す
）
。
対
話
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
ア
テ
ナ
イ
か
ら
の
客
人
」
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て

は
、
歌
舞
の
あ
り
方
が
伝
承
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
観
客
は
沈
黙
し
て
与
え
ら
れ
た
歌
舞
を
鑑
賞
す
る
よ
う
に
強
い
ら
れ
ま

し
た
が
、
あ
る
と
き
観
客
の
快
だ
け
が
判
断
基
準
で
あ
る
と
そ
そ
の
か
す
詩
人
が
現
れ
た
た
め
に
、
観
客
は
も
は
や
沈
黙
せ
ず
騒
々

し
く
な
り
、
法
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
法
に
基
づ
い
て
歌
舞
の
良
し
悪
し
を
判
定
す
る
長
老
た
ち
を
無
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
ア
テ
ナ
イ
か
ら
の
客
人
」
は
、
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ア
」
（
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
）
か
ら
「
テ
ア
ト
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ア
」
（
シ
ア
ト

ロ
ク
ラ
シ
ー
）
へ
の
転
換
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
も
っ
と
も
善
い
も
の
」
（
ア
リ
ス
ト
ン
）
の
支
配
が
「
観
客
席
」
（
テ
ア
ト
ロ
ン
）

の
支
配
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
重
要
な
の
は
、
歌
舞
に
お
け
る
大
衆
の
反
逆
で
あ
る
「
テ
ア
ト
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ア
」

が
、
神
々
・
法
・
年
長
者
の
権
威
一
般
へ
の
反
抗
へ
と
増
幅
さ
れ
、
大
衆
の
支
配
と
し
て
の
「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ア
」
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）

を
生
み
出
し
た
と
（
否
定
的
に
）
述
べ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
西
洋
美
学
史
の
流
れ
を
ふ
ま
え
て
、
芸
術
と
政
治
と
の
関

係
を
観
客
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
の
語
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
言
葉
が
指
し
示
す
問
題
系
は
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
大
き
く
時
代
を
隔
て
て
、
ジ
ャ
ン
1
1
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
に
受
け
継
が
れ
ま

し
た
。
ル
ソ
ー
は
『
見
せ
も
の
に
つ
い
て
の
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
氏
へ
の
手
紙
』
（
一
七
五
八
年
ご
竺
の
な
か
で
、
劇
場
の
な
か
で
現
実
を
忘

れ
、
作
り
話
の
演
劇
を
見
て
感
動
す
る
孤
独
な
観
客
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
野
外
に
集
っ
た
観
客
た
ち
が
互
い
に
自

分
を
見
せ
合
い
、
「
自
然
な
」
共
同
体
感
情
を
共
有
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
集
団
的
な
祝
祭
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

ル
ソ
ー
が
『
社
会
契
約
論
』
で
提
起
し
て
い
る
人
民
の
「
一
般
意
志
」
の
概
念
を
い
わ
ば
可
視
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
理
論
的
に
基
礎
づ
け
た
思
想
家
と
い
う
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
の
通
念
に
よ
く
合
致
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
演
劇
と
そ
の
観
客
を
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め
ぐ
る
ル
ソ
ー
の
議
論
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
厳
し
い
批
判
者
で
あ
っ
た
プ
ラ
ト
ン
の
議
論
と
非
常
に
よ
く
似
通
っ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
は
―
つ
の
問
題
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
拙
稿
が
こ
の
問
題
に
直
接
と
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、
モ
ー
リ
ッ
ツ

の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
、
「
自
然
」
を
「
教
育
」
す
る
こ
と
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
つ
い
て
論
じ
た
梶
原
将
志
さ
ん
の
論
考
も
ま
た
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
―
つ
の
答
え
を
与
え
る
も
の
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
の
概
念
を
と
り
あ
げ
た
重
要
な
哲
学
者
と
し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
と
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
場
合
』
(
-
八
八
八
年
）

F
]
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
の
用
法

を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
独
自
の
意
味
を
こ
の
言
葉
に
込
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
他
の
芸
術
に
対
す
る
演
劇
の
支
配
」
で
あ
り
、
ニ
ー

チ
ェ
は
こ
れ
が
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
に
見
い
だ
さ
れ
る
と
主
張
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
「
演
劇
」
と
い
う
言
葉
も
ま
た
独
自
の

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
嘘
を
つ
く
才
能
」
と
し
て
の
俳
優
術
と
い
う
意
味
で
す
。
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

と
は
音
楽
家
で
は
な
く
「
俳
優
」
で
あ
り
、
彼
は
観
客
大
衆
に
「
効
果
」
を
与
え
て
自
分
を
「
天
才
」
と
し
て
崇
拝
さ
せ
る
た
め
に
技

術
を
駆
使
し
ま
す
。
音
楽
の
様
式
性
は
放
棄
さ
れ
、
音
響
、
運
動
、
音
色
と
い
っ
た
「
原
初
的
な
も
の
」
・
「
感
性
的
な
も
の
」
に
よ
っ

て
観
客
に
「
催
眠
術
」
・
「
魔
術
」
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
批
判
の
背
景
に
は
、
大
衆

化
し
つ
つ
あ
る
社
会
の
「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
に
対
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
批
判
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
含
め
て
、
ニ
ー
チ
ェ
が
展
開
し

た
主
張
は
ア
ド
ル
ノ
の
『
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
試
論
』
〔
ユ
（
一
九
五
二
年
）
に
お
け
る
「
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
」
論
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
特
集
の
柿
木
伸
之
さ
ん
の
論
文
は
、
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
批
判
的
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

ニ
ー
チ
ェ
が
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
を
批
判
す
る
た
め
に
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
の
語
を
用
い
た
の
に
対
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ブ
レ

ヒ
ト
の
「
叙
事
演
劇
」
を
支
持
す
る
た
め
に
同
じ
語
を
用
い
ま
し
た
。
彼
は
『
叙
事
演
劇
と
は
何
か
』
（
第
一
稿
、
一
九
三
一
年
）
〔
さ
に

お
い
て
、
観
客
に
よ
る
登
場
人
物
へ
の
感
情
移
入
を
促
進
す
る
よ
う
な
従
来
の
「
劇
的
演
劇
」
（
そ
こ
に
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
も
含
ま

れ
ま
す
）
と
、
「
異
化
効
果
」
に
よ
っ
て
感
情
移
入
を
妨
げ
、
観
客
の
能
動
的
な
観
察
と
認
識
を
促
進
す
る
「
叙
事
演
劇
」
と
を
対
比

す
る
と
き
に
、
「
劇
的
演
劇
」
の
観
客
の
あ
り
方
を
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ

シ
ー
」
を
「
反
射
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
大
衆
の
支
配
」
と
呼
び
、
こ
こ
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
批
判
の
反
響
を
聞



美学研究 010 
田中均 序論

． 

き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
場
合
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
含
意
が
明
確
で
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
劇
的
演
劇
」
の

観
客
た
ち
は
（
「
反
射
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
非
理
性
的
な
反
応
を
通
じ
て
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
―
つ
の
「
公
衆
」
を
形
成
し
ま
す

が
、
こ
の
「
公
衆
」
と
は
、
現
実
の
階
級
的
な
利
害
関
係
を
覆
い
か
く
す
「
偽
り
の
、
隠
蔽
的
な
全
体
性
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
無
自
覚
的
・
情
動
的
に
形
成
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
「
公
衆
」
は
、
自
ら
語
る
べ
き
言
菓
を
持
た
ず
、
「
演
劇
の
美
学
」
に
つ

い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
と
称
す
る
批
評
家
に
よ
っ
て
代
弁
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
「
叙
事
演
劇
」
の
観

客
は
、
「
論
争
、
責
任
あ
る
決
断
、
根
拠
あ
る
態
度
決
定
の
試
み
の
う
ち
で
細
分
化
」
し
、
「
現
実
の
状
況
に
応
じ
た
党
派
性
」
を
持
つ

「
責
任
感
あ
る
集
団
」
に
な
る
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
規
定
し
て
い
ま
す
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
階
級
意
識
に
基
づ
い
た
自
覚
的

な
集
団
形
成
の
可
能
性
を
、
の
ち
の
『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
』

[
3
に
お
い
て
、
映
画
の
観
客
の
う
ち
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
彼

の
切
り
詰
め
ら
れ
た
議
論
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
本
特
集
の
海
老
根
剛
さ
ん
の
論
考
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

議
論
へ
の
留
保
を
示
し
つ
つ
、
映
画
の
観
客
の
あ
り
方
の
可
能
性
に
つ
い
て
洞
察
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
の
概
念
史
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
現
代
の
論
者
た
ち
も
そ
れ
ぞ

れ
の
観
点
か
ら
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル
（
『
哲
学
者
と
そ
の
貧
者

た
ち
」

)
[
2
は
、
哲
学
者
と
大
衆
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
、
ま
た
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
『
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
し
て
の
演
劇

性
」
)
[
渭
]
は
、
メ
デ
ィ
ア
論
の
観
点
か
ら
、
『
法
律
』
の
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
章
を
割
い
て
考
察
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
本
特
集
に
も
寄
稿
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
ト
フ
・
メ
ン
ケ
さ
ん
（
『
芸
術
の
力
」
ほ
か
ご
？
や
、
ユ
リ
ア
ネ
・
レ
ー

ベ
ン
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
『
自
由
の
芸
術
」
ほ
か
)
[
旧
]
ら
が
、
美
的
な
も
の
と
自
由
と
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
に

注
目
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
「
シ
ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
」
を
め
ぐ
る
問
い
が
現
代
の
「
参
加
型
」
の
美
術
を
理
解
す
る
上
で
も

有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
本
特
集
の
石
田
圭
子
さ
ん
の
論
考
が
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
特
集
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
二

0
一
七
年
九
月
十
一
日
に
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ

ア
ト
ロ
ク
ラ
シ
ー
観
客
の
美
学
と
政
治
学
」
で
す
（
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
J
S
p
s
科
研
費
2
6
7
7
0
0
4
4
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

す
）
。
そ
の
さ
い
に
発
表
さ
れ
た
ク
リ
ス
ト
フ
・
メ
ン
ケ
さ
ん
、
梶
原
将
志
さ
ん
、
海
老
根
剛
さ
ん
、
柿
木
仲
之
さ
ん
、
石
田
圭
子
さ
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註

田
中
均

ん
（
当
日
の
発
表
順
）
に
加
え
て
、
井
上
由
里
子
さ
ん
、
土
田
耕
督
さ
ん
か
ら
も
特
集
へ
の
寄
稿
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
寄
稿
と
し

て
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
音
楽
論
に
つ
い
て
田
之
頭
一
知
さ
ん
の
論
考
を
収
録
し
た
ほ
か
、
高
安
啓
介
さ
ん
、
河
口
篤
さ
ん
、
山
下
泰
春

（
吉
野
裕
太
）
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

本
号
が
、
美
学
の
多
様
な
主
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
美
学
と
他
の
領
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
な
対
話
を
う
な
が
す

契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
以
下
の
註
で
は
、
入
手
が
比
較
的
容
易
な
日
本
語
訳
を
中
心
と
し
て
文
献
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

1

一
プ
ラ
ト
ン
『
法
律
』
（
上
・
下
）
、
森
進
一
他
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年

カ
ー
ル
ソ
ー
「
演
劇
に
つ
い
て
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ヘ
の
手
紙
』
、
今
野
一
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年

竺
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
十
四
巻
、
原
佑
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年

竺
テ
オ
ド
ー
ル
．

w
．
ア
ド
ル
ノ
「
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
試
論
』
、
作
品
社
、
二

0
―
二
年

竺
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
一
、
浅
井
健
二
郎
他
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年

竺
同
上
お
よ
び
「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
、
山
口
裕
之
訳
、
河
出
文
庫
、
二

0
-
―
年

勺
―

J
a
c
q
u
e
s
R
a
n
c
i
e
r
e
,
 L
e
 ph
i
l
o
s
o
p
h
e
 et se spauvres, F
a
y
a
r
d
,
 1
9
8
3
.
 

渭
―

S
a
m
u
e
l
W
e
b
e
r
,
 Theatricality as M
e
d
i
u
m
,
 F
o
r
d
h
a
m
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 2
0
0
5
.
 

渭
―

C
h
r
i
s
t
o
p
h
M
e
n
k
e
,
 D
i
e
 Kraft der K
u
n
s
t
,
 S
u
h
r
k
a
m
p
,
 2
0
1
3
.
 

⑩

-
]
u
l
i
a
n
e
 R
e
b
e
n
t
i
s
c
h
,
 D
i
e
 K
u
n
s
t
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e
r
 F
r
e
i
h
e
i
t
.
N
u
r
 D
i
a
l
e
k
品
各
思
ぎ
臣
h
e
r
E
x
尽
g
S
u
h
r
k
a
m
p
,

2
0
1
1
.
 




